
  

9月 11日、市会・文教はぐくみ常任委員会で、「5月の大雨で浸水した、久我橋東詰公園の復旧工事

が行われる間の代替公園として、旧塔南高校第１、第２グラウンドを貸し出す。具体的には教育委員会と

相談する」との答弁が、市民スポーツ振興室長からありました。復旧工事は、今後台風等の被害がなけれ

ばおおよそ年明けくらいには終わる見通しとのことです。 

京都市は、東吉祥院公園（旧塔南高校グラウンド）を昨年 11月、

市民に相談もなく廃止。市内中学生の給食 26,000食を作る中心的

な巨大センターの設置予定地としています。 

これに対し、多くの市民から「巨大給食センターではなく、身近な

学校でつくった給食を」「災害時の避難所として指定されている公園

の廃止はやめてほしい」「スポーツのできる公園として存続してほし

い」などの要望が寄せられています。 

 

日本共産党議員は、スポーツ公園の少なさを指摘し、スポーツので

きる貴重な施設として旧塔南高校グラウンド活用を求めてきまし

た。この日の委員会でも、短期とせず長期の貸し出しを求めました。 

 

日本共産党議員団は、東吉祥院公園（旧塔南高校グラウン

ド）の廃止は撤回し、巨大給食センター建設でなく、市民

のためのスポーツ公園として、また災害時の避難所とし

て活用することを求めています。

 

 

日本共産党京都市会議員団    https://cpgkyoto.jp 
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久我橋東詰公園の復旧までの代替措置として 

久我橋東詰公園 

旧塔南高グラウンドﾞ 


